
 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 6年 12月 6日（20：00～21：00） 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 清澤・森木・田中・坂本 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
0 4 1 0 5 

 

前回の改善計画  

利用開始前には情報をもとに可能であれば会議等で話し合う機会をもち、難しい場合には情報が適切に共有

されているかの確認を管理者が中心となり行う。また、非常勤職員が理解できているかの確認を正職員が中

心となり行っていく。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

タイミングが合えば会議で情報共有を行ったが、参加職員自体が少なく、派遣職員等への適切な情報伝達は

正職員が職員個々に説明している他、面接記録シートを確認してもらっている。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

①  
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 
1 3 1 0 5 

②  
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 
0 5 0 0 5 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 
１ 3 1 0 5 

③  
本人を支えるために、家族・介護者の不安

を受け止め、関係づくりのための配慮をし

ていますか？ 
0 4 1 0 5 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

面接を通して情報を収集し職員へ周知している。職員個々はわからないこと等があれば面接記録シートやほ

のぼのに記載されている内容を確認することで、わからない状態で支援にあたらないよう努めている。 

新規利用者の利用時には事前に聴取した性格から他利用者との関係性を考慮し、快適に過ごせるよう座席の

配置等を工夫している。 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

都度の会議開催が十分にはできておらず、あくまでタイミングが合えば会議で情報共有を行っている。 

また、派遣職員には都度情報を把握している正職員が情報を伝達しているが、派遣職員の中には受け身でい

る職員も多く、理想である自分で情報をとる姿勢に欠ける。 

利用時に、契約時に確認した内容と家族の理解が異なり、スムーズに支援が行えないケースがあった。 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

派遣職員や会議に参加できない非常勤職員への情報伝達の徹底。実際の状況を精査し、漏れなく伝達できて

いるかの確認を行うと共に、派遣職員等には必要な情報は、記録の閲覧等、自分で取得するよう意識改革を

行う。 

 

 
 

事－① 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
                                  

 実施日 ① 令和 6年 12月 6日（20：00～21：00） 

 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 清澤・森木・田中・坂本 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
0 3 2 0 5 

 

前回の改善計画  

利用者・家族のしたいこと、してほしいことを職員がしっかりと理解することが重要である。現在ケアプラ

ンチェックは正職員だけで行っているが、非常勤職員や派遣職員にも理解してもらうために、それらの職員

でのチェックの機会を設けることで利用者個々の支援内容の理解を促進していく。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

一部派遣職員にはケアプランチェックを行ってもらっているが、職員の技量により業務が円滑に進まないこ

ともあるため、全員に実施してもらっていない。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっています

か？ 

 
0 3 1 1 5 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかって

いますか？ 

 
0 4 1 0 5 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 

 
0 4 1 0 5 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティン

グで発言し、振り返り、次の対応に活かせ

ていますか？ 
0 4 1 0 5 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

利用者との日々の関わりの中で希望・要望を聞き取り、一緒に考えるようにしている。 

利用者の状況の変化等は都度の記録の他、毎月の会議で振り返り職員間で対応などに齟齬がないよう努めて

いる。職員が利用者毎の支援内容を理解して、必要な支援を行い、実施状況をケアプランチェックで記録し

ている。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

派遣職員が多いこともあり、会議への参加職員数が少ない。家族との連絡等は管理者が中心であり、職員個々

が関わる機会が多くないため、希望等を汲み取る視点や実際に集める情報に偏りがでている可能性がある。 

そのため、潜在的な希望・要望を汲み取り切れていないケースがあるのではないか。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

利用者には日々の関わりの中で希望・要望を意識的に聞き取る姿勢を職員がもつ。その中で収集した情報に

ついて、必要に応じて家族とも相談していく。管理者は職員にどのような情報を取得してほしいのかを都度

確認し、管理者と現場職員との間に意識の差が少なくなるよう努める。 

 

 

 

 

 
 

 事－② 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 6年 12月 6日（20：00～21：00） 

 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 清澤・森木・田中・坂本 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
1 4 0 0 5 

 

前回の改善計画  

必要な記録はケース記録に残し、それを職員間で共有していく。新たに得た情報等があればケース記録に残

すだけでなく、全職員が目を通す利用者引継ぎファイルに記載することで情報を共有していく。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

ほのぼの、連絡ノート双方に記載することで、必要な情報を伝達するよう実施できているが、一部記載が十

分でなく、必要な支援が行えていないことがあった。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10 個以上把握できて

いますか？ 
0 2 3 0 5 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ

等の基礎的な介護ができていますか？ 

 
1 4 0 0 5 

③ 
ミーティングにおいて、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか？ 

 
0 4 1 0 5 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたと

き、その都度共有していますか？ 

 
0 5 0 0 5 

⑤ 
共有された本人の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか？ 

 
0 5 0 0 5 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

利用者や家族からの情報はほのぼの、連絡ノートに記入。毎月の会議で変更点等を議題に挙げ、情報共有に

努めている。利用者の変化については都度職員間で検討し、会議を待つ等ではなく、即時的対応を行ってい

る。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

記録を確認しない職員が一部いることで、情報伝達が完全には機能していない可能性がある。 

利用者への基本的な支援は概ねできているが、職員の経験や技量の差により、精度に差が生じているため、

必要時には他職員による確認を行っている。また、以前の暮らしを 10 個以上は具体的な数が示されている

こともあり、未達成であることが多い。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

職員が関わりの中でこれまでの生活歴を聴取し、記録に残すことで以前の暮らしを把握できるよう努めてい

く。職員の経験による技量・知識の差が生じることは仕方がないため、職員個々のレベルを引き上げていけ

るよう、OJTを行う。 

 

  

事－③ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 6年 12月 6日（20：00～21：00） 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 清澤・森木・田中・坂本 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
1 3 1 0 5 

 

前回の改善計画  

利用者に対する情報を各職員が意識的に収集し、記録に残すことで共有する。 

研修や実際のケアに組み入れることで職員の社会資源に対する知識の向上を目指す。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

情報収集は行っているが、職員によっても意識に差があり、成果は十分とはいえない。 

研修では年間研修計画に「社会資源」を組み入れ、実施した。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 
0 3 2 0 5 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切

れないように支援していますか？ 

 
0 3 2 0 5 

①  
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 
0 4 1 0 5 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 
0 2 1 2 5 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

意識的に利用者の情報を収集し、記録に残すようにしている。 

できる限り事業所を利用することになっても、利用者前の生活スタイルを尊重し、慣れ親しんだ習慣等を 

継続できるよう必要な支援を行っている。 

主にモニタリング時等に家族等に聞き取りを行うことで把握している。 

必要な社会資源・地域資源について研修を行い、全職員で把握できるよう努めている。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

利用者の状況によっては以前の習慣や人間関係の継続が難しい場合がある。 

行った研修に対して、職員にもよるが社会資源・地域資源についての知識定着が乏く、実際の利用者で 

それらの資源を使用してる方がおられない。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

サービスを利用する上で、これまでのその人の暮らしが継続できるよう配慮し支援を行う。 

その中で必要のある方には社会資源を有効活用し、在宅生活を支えていく。 

職員に社会資源・地域資源に関する知識が定着するよう、引き続き研修を実施する。 
 
 

 

 

  

事－④ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 6年 12月 6日（20：00～21：00） 

 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 清澤・森木・田中・坂本 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
0 5 0 0 5 

 

前回の改善計画  

地域資源の活用が現在よりも適切に行えるよう、研修や実際のケアに導入することで意識・知識を高めてい

く。現在過剰介護になっている利用者については仕方がない部分があるが、今後の新規契約者については介

護度に応じた適切な事業所利用ができるよう利用者・家族に理解を求め、コントロールをしていく。 

都度の利用者への対応については現状対応を継続し、非常勤職員や派遣職員にも情報が確実に伝達している

かの確認を適宜行っていく。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

地域資源の活用は進んでおらず、ほとんど使用している利用者はいない状況。研修は実施したが、知識の定

着には課題が残る。新規利用者には契約前に状況を確認し、利用者・家族・事業所の状況を考慮して支援内

容を決定している。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 

 
0 3 2 0 5 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が

妥当適切に提供されていますか？ 

 
1 4 0 0 5 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」

に気づき、ミーティング等で共有すること

ができていますか？ 
0 5 0 0 5 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合

わせて柔軟な支援ができていますか？ 

 
0 5 0 0 5 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

利用者毎の特性に合わせ、適宜柔軟にサービスを提供している。支援ではその人にできることを大切にし、 

過剰介護にならないよう配慮している。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

特に宿泊サービスについて、希望が重なると、定期利用をしている方に対し自宅で過ごしていただくよう依

頼することがある。地域資源の活用が十分できていない。業務に追われている時には介助の割合を増やして

しまうことがある。 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

地域資源を適切に活用する。ゆとりをもって職員が業務にあたることができるよう、職員体制を整備する。 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

  

事－⑤ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 6年 12月 6日（20：00～21：00） 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 清澤・森木・田中・坂本 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
0 3 1 1 5 

 

前回の改善計画  

新型コロナウイルス感染症の影響も弱まったことから、人員体制を整備し、可能な限り地域の会議や取り組

みに参加する機会を増やしていく。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

管理者を中心として地域の会議や研修に参加しているが、他の職員はほとんど参加する機会を設けられてい

ない。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行

っていますか？ 
0 0 5 0 5 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 
0 0 4 1 5 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、

婦人会、消防団等）の活動やイベントに参

加していますか？ 
0 2 2 1 5 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 
0 1 1 3 5 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

町内会へ協力し、町内会の会議への場所の提供や地蔵盆開催の場所を提供し、地域との交流をすることがで

きた。地域ケア会議やケアマネ交流会には管理者が可能な範囲で参加する他、利用者が利用している訪問看

護等の事業所とは適宜情報共有や意見交換を実施することができている。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

管理者が参加している都合上、一般職が地域へでる機会がほとんどない。管理者も事業所連絡会や地域団体

の活動への参加はできていない。地域の方が事業所を訪れる機会が上記以外にはほとんどない状態。 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

地域への活動窓口は引き続き管理者となるが、その中でも可能だと判断したものについては一般職が参加す

る機会を作る。地域への協力を促進し、その中で開かれた事業所になる。 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

  

事－⑥ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 6年 12月 6日（20：00～21：00） 

 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 清澤・森木・田中・坂本 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
0 3 2 0 5 

 

前回の改善計画  

利用者・家族・地域から受けた意見・要望・苦情について、単に注意を促すだけでなく、必要時にはシステ

ムを変更して同じような事柄が発生しないよう、防止に努めていく。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

対象期間内に受けた要望については、家族や利用者本人と話し合い、一緒に対応策を検討し、再度同様の苦

情・要望を受けないよう職員間で対応を統一することで支障なく運営ができている。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 

 
0 4 1 0 5 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を

運営に反映していますか？ 

 
0 5 0 0 5 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 

 
0 4 1 0 5 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 
0 2 2 1 5 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

利用者や家族からの希望・要望は可能な限り充足するよう都度の対応し、地域からの意見等は主に運営推進

会議で聞き取ることで把握するように努めている。管理者以外の職員は事業運営に対して会議等で発言する

ことで、管理者の独りよがりにならず、職員一体となっての運営管理をすることができている。 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

地域の会議のためにコミュニティルームを提供したり、地域行事の場所を提供したりとはしているが、それ

以上のことはできていない。利用者の希望・要望に対し、対応の難しい事案については充足できていない部

分がある。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

事業所から地域の会議や行事などに出る機会を今以上に増やし、事業所を知ってもらうことでより地域に密

着した事業運営ができるようになる。 
 

 
 

  

事－⑦ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 6年 12月 6日（20：00～21：00） 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 清澤・森木・田中・坂本 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
0 2 2 1 5 

 

前回の改善計画  

外部研修に最低でも正職員が１つは参加する機会をもつ。職員体制を整備し、地域ケア会議への参加を促進

する。ヒヤリハットや事故報告書が提出できていない事案がある。潜在とするのではなく、しっかりと報告

書として形にすることで共有を図り、事故等の防止に努めていく。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

外部研修には参加しているが管理者中心となり、一般職の参加が十分でない。 

ヒヤリハット報告書の提出数が少なく、事業所としてリスク管理に不安が残る状況である。管理者中心に作

成はしているが、現場にでる時間が短いこともあり、一般職のリスク意識の向上及び報告書の提出数増加が

望まれる。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加して

いますか 
 

1 3 0 1 5 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
 

1 2 0 2 5 

③ 
地域連絡会に参加していますか 
 
 

0 1 0 4 5 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか 
 
 

0 3 2 0 5 
 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

資格取得のための研修に一部職員が参加。それ以外では管理者が外部研修に数回参加している。 

事業所内研修は滞りなく計画通りに実施できており、法定研修も充足することができている。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

地域連絡会にはほとんど参加できていない。限られた職員体制の中、地域ケアマネ交流会や地域ケア会議へ

の参加を優先している。ヒヤリハット報告書の提出が少ない。気づいていても作成していなかったり、潜在

的なリスクを汲み取れていない可能性がある。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

職員のリスク意識を向上させ、ヒヤリハット活動を向上させる。職員が外部研修に参加する機会を増やし、

職員のスキルアップと共に事業所全体のレベルを上げていけるよう努める。 
 

 

 

 
 

  

事－⑧ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 6年 12月 6日（20：00～21：00） 

 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 清澤・森木・田中・坂本 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
1 4 0 0 5 

 

前回の改善計画  

日々の業務におけるスピーチロック等についても職員が意識をして、適切な利用者対応ができるように 

なる。また、プライバシーについての意識を高め日々の業務を振り返る機会を研修等でもつ。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

職員の意識を事業所内研修や委員会にて向上させている。職員それぞれが各種ロックについて意識をして業

務にあたっているが、その時の感情により特にスピーチロックになりうるような状況が時折みられる。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
身体拘束をしていない 

 

 
3 2 0 0 5 

② 
虐待は行われていない 

 

 
3 2 0 0 5 

③ 
プライバシーが守られている 

 

 
0 5 0 0 5 

④ 
必要な方に成年後見制度を活用している 

 

 
0 2 1 1 5 

⑤ 
適正な個人情報の管理ができている 

 

 
0 5 0 0 5 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

あからさまな拘束や虐待はないが、スピーチロック等が内在している可能性がある。 

排泄介助時時のプライバシー保護には各自で注意はしているが、職員により意識に若干の差がみられる。 

現在成年後見制度を利用している利用者がいないためできていないとした。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

引き続き日常業務に於ける利用者への人権擁護の意識を職員が強く持ち、適切なケアが行える。0 
  

事－⑨ 



小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 
社会福祉法人 

柊野福祉会 
代表者 杉本 豊平 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

柊野福祉会グループは、京都市北区を中心に様々な事業（１１ 分野２３ 事業所）を運

営しております。ガーデンハウス西賀茂は平成１８年に開設し、平成２７年 3 月に新事

業所に移転しました。小規模多機能の特性を活かして、地域に密着した温かい事業所を

目指しております。 
事業所名 ガーデンハウス西賀茂 管理者 坂本 陽平 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

0 人 0 人 3 人 0 人 0 人 1 人 0 人 1 人 0 人 5 人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の 

確認 

・職員が同じ方向性をもって日々の支

援に向き合う。 

・事業所としての取り組みが地域の

方々にわかりやすい工夫をする。 

会議等で職員の意識を高め、統一する

機会をもつことで対応した。主に運営

推進会議を通して運営状況や課題等を

伝達。レジュメに補足を加えて説明す

る他、質疑応答の時間を設けることで

理解の充実を図った。 

・会議を開催して正職員全員で意見の

擦り合わせを行っていることを確認

したが、正職員が少ない。 

・忙しい中での取り組みは大変だと思

う。 

・各項目に於いて、職員で評価点を書

き出し、改善策をだしているように

感じる。 

評価項目を評価者が適切に行えるよ

う、不明点を解消しわかりやすい説明

に努める。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

・地域に貢献できるよう、場所を提供

する等の取り組みを活性化させる。 

・地域ケア会議等の会議に可能な限り

参加し、地域への情報発信や地域か

らの情報を得る機会を増やす。 

町内会の話し合いや地域行事開催時の

場所を無償で提供しており、感謝の言

葉をいただいている。 

地域ケア会議には２回中１回はさんか

することができ、地域関係機関の方々

と親交を深めることができた。 

・玄関が施錠されているので気軽に 

 入りやすいとは言えないが、防犯も

あるので仕方がない。 

・事業所内を見学する機会もあったが、 

 短時間だったので利用者にとって居

心地がよいかの判断をし兼ねる。 

・不快な音や臭いはない。 

これまで通り、地域の取り組み等での

場所の提供を行っていく。事業所から

呼びかけ、その他取り組みへの協力を

積極的に行っていく。 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

・雇用形態を問わず、地域の方には職

員から挨拶をし、円滑な関係性を保つ。 

・事業所を知ってもらうことで、気軽

に立ち寄り相談ができる事業所にな

る。 

 

雇用形態を問わず近隣住民の方と顔を

合わせた時には自発的に職員が挨拶を

するようにしている。 

地域の方からの事業所の認知はあるが

近隣の方の来訪機会が多いとは言えな

い。相談事等あれば対応できる体制を

整えてはいるが、相談事は地域包括に

されることも多く機会がほとんどない 

・職員から挨拶をしてくれるので気持

ちがよい。 

・地域住民はガーデンハウスのことを

知っている人が多い。 

・何かあったら（相談）とは思うが、

地域包括支援センターがそういった

時の窓口かと思っているのであまり

機会はない。 

・利用者の楽しみのためにも地域の催

しに参加してもらってよいと思う。 

・地域住民と事業所はよい関係が築け

ていると感じている。 

 

地域行事への参加機会を少しでも増や

し、利用者が地域ともっと繋がれるよ

う支援する。 

 



Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

・地域の催し等に利用者が参加する機

会を増やす。 

・散歩等、外出機会を今後も持ち、季

節感を感じながら過ごしてもらえる

よう支援する。 

 

 

数回ではあるが地域行事へ参加した

が、頻度を考慮すると十分とは言えな

い。散歩やドライブ外出は積極的に行

い、生活の中で四季や自然を感じても

らう機会を提供できるよう努めてい

る。 

・散歩やドライブに出かけているのを

みかける。 

・会議についてはよくわからない。 

・利用者さんと事業所であまり地域行

事には参加していないと思う。 

・事業所で契約している利用者さんと

の支援が中心なので、契約していな

い人はそれぞれ別の事業所が関わっ

ていることが多いと思うので仕方が

ないと思う。 

・色々と地域の催しもあるので参加機

会を増やしてはどうか。 

地域の催し等に利用者が参加する機会

を増やす。 

地域で心配な方等について、相談を受

け入れる体制を整えていることを地域

の方にもっと知ってもらい、必要時に

は必要な援助を行う。 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

・参加者にわかりやすい会議運営を行

う。あらかじめ設定された項目以外

であっても参加者の要望に応じて追

加する等、臨機応変に対応する。 

・事業所での課題について、計画的に

改善に向けた取り組みを行う。 

 

あらかじめレジュメを用意し、報告の

際には補足を加えるほか、質疑応答の

時間を設け、理解の充足を図っている。 

ヒヤリハット報告書が少ない等といっ

た運営推進会議で助言をうけた案件に

ついて職員会議等で対応はしている

が、高い水準の改善までは至っていな

い 

・あらかじめレジュメに記載してもら

っている。疑問点は質問をすると回

答してもらっている。 

・地域の心配な方の話し合いはこれま

でしたことがない。 

・地域から協力を打診した時には快く

相談に応じてもらっている。 

・事業所の状況や行っていること、課

題等がわかるのでよい。 

・地域の心配な方への取り組みはどち

らかというと事業所連絡会等、地域

包括支援センターが中心となる場で

行うほうがよいと思う。 

事業所の運営状況や取り組みの状況

等、今後もわかりやすく会議で説明し

事業所を知ってもらえる工夫をする。 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

・地域の防災訓練に参加する機会を設

けると共に、事業所の訓練にも可能

な範囲で地域の方に参加してもら

う。 

・ＢＣＰの適宜の見直しを行い災害に

備える。 

 

地域の防災訓練への参加、事業所の消防訓

練への地域住民の参加共にできておらず不

十分であった。BCP については適宜見直し

を行い、職員に周知することで災害時に適

切な対応ができるよう努めている。 

・事業所の消防や防災について質問する機

会があり、その中でどういった内容なの

かを聞き取ることができた。わからない

こともあるが、概ね理解できたと感じて

いる。 

・地域ケア会議に参加されていた。防災が

テーマであったためされていると思う。 

・事業所の訓練には参加したことがない。 

・被災時には一時的に場所を使わせてもら

えることを会議での質問を通して確認で

きた。 

・災害があった場合には場所を使わせてほ

しい。 

・災害時には各事業所と地域住民等との連

携が大切だと感じている。 

避難訓練の際に地域の方に少しでも参

加してもらう。 

災害関連の地域会議等には積極的に参

加することで、災害時の備えを強化し

ていく。 



 


